
　　　　　　 
 

 

    

 
 

 

 

 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 　 

 

  
  

 

  
 
  

 

  

 
  
  
 

 

ラディッシュができました。発泡スチロール
の箱を持ってきてベランダで栽培が始まりま
した。ラディッシュを見たことがなかった娘
は、毎日、どのようになるのか楽しみにまっ
ていました。いつのまにか葉をアオムシくん
に全部食べられてしまった株もありました
が、なんとか食べられるまでに成長しました。
種の袋にあるようなまん丸な物ではありませ
んが、サラダなどにしてみんなで食べました。
楽しい経験ができました。ありがとうござい
ます。2-243高野直子（写真は彬ちゃん）

昨年の夏休み中からいただいた“はつか大
根”の種をプランターにまきました。雨以
外の日は毎日水やりは子どものお世話でし
た。すぐに芽がピョンピョンでたのも子ど
もにとってはとてもうれしかったようです。
あいにく実のほうは大きく育たなかったけ
ど、葉はうどんの具、みそ汁、吸い口の具
に大活躍！！ちょうど台風の影響で葉物が
高かった時は助かりました。183 高木晴

美（写真は彩花ちゃんと咲苗ちゃん）

小さいプランターなの
で限界なのでしょう
か？ それとも肥料が問
題だったのか、少しし
かできませんでした。
次回に期待したいと思
います。今回はお味噌
汁にしましたが、せっ
せと水をあげて楽しみ

にしていた子供には少ししかなくて拍子抜
けした感じ。次回の期待と責任の重さをひ
しひしと感じました。がんばります。 2-
208馬渡あつこ（りょうちゃんとくうちゃん）

私の母がミニトマ
トやキュウリなど
小さな庭で作って
たりしていました
が、取るの専門だ
った子どもたちが
ラディッシュを一
緒に植えてから
“育てる”ことへ
興味が持てるよう
になり、水やりを
やりたがったりし
ます。ラディッシ

ュの芽が出たときの写真です。2-246
加藤美千代（志歩ちゃん）

１．スーパーなどで農産物の買物をするとき、いままで産地を気にしていましたか？ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２期会員(4カ月)  　１期会員（16カ月） 

　１．出来るだけ気にするようにしている （38.0％）        （55.4％）         

　２．あまり気にしていなかった　　　 （52.1％） 　（40.0％）           

　３．まったく産地は気にしていなかった （5.6％） 　（4.6％）           

　４．その他　　　　　　　　　　　　 （4.2％） 　（0％）          

２．とちぎ農産物クチコミ隊になってから、農産物の買い物がかわりましたか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２期会員(4カ月) 　１期会員（16カ月） 

    １．栃木県産を意識するようになった 　（28.8％） 　（38.5％） 

    ２．どこ産の農産物か気になるようになった    （41.5％）    （50.8％） 

    ３．産地は気にしないが、栃木県産 
           と書いてあると見てしまう 

              （28.1％）     （7.7％） 

    ４．産地はあまり気にしない         　　　        （0.7％）     （3.1％） 

    ５．その他                                                （0.7％）    （0％） 

３．とちぎ農産物クチコミ隊になって、ちびっ子会員に変わったことがありますか？

                                                              ２期会員(4カ月)    １期会員（16カ月） 

   １．スーパーなどでの食材の買い物を 
         一緒に回るようになった     （16.9％） 

   ２．野菜などの好き嫌いが少なくなった     （13.8％） 

   ３．「とちぎ」の文字に敏感になった      （35.4％） 

   ４．特に今までと変わらない     （29.2％） 

   ５．その他        （4.6％） 

４．栃木県産と他県の農産物がほぼ同様の金額の場合、どちらを購入しますか？

                                                              ２期会員(4カ月)    １期会員（16カ月） 

   １．できるだけ栃木県産品を買いたいと思う

   ２．産地は気にせず、見た目で判断する 

   ３．その他

秋までのはつか大根は、葉は大きく育った
ものの、実はごらんの通り（写真上段２枚）。
小さい！ハズカシイ！　そして満足に食べ
られるほどの実を育てるのはムズカシイこ
とを改めて実感…。ところが遅ればせなが
ら、大きくなりました。２月下旬、直径２
ｃｍのものがゴロゴロと。３月下旬、間引
きされて皿に栄養がゆきわたり、直径５ｃ
ｍのものが２つできていました！（写真下
段２枚） 辛みはなく、甘かったです！
2-6石神千賀（写真は槙也くん）

●

●

“はつか大根”通信
ラディッシュ（はつか大根）のできはどう
でしたか？　まだ種が残っているという方は、
今の時期も大丈夫なのでぜひまいてみて！

１期会員も、ちょうど４カ月めのアンケートでは今回の２期会員の数値と
ほぼ同様でした。１年経った今回は10％増になりました。

１期・２期隊員のみなさん、ありがとうございます。この結果は、栃木の
農家さんにとって大変な励みになります。みなさんの期待を裏切らないよ
う、おいしくて安全で安心できる農産物を一生懸命つくりますね。

バスを降りてみんなは長靴をはいてスタンバイ。現地で待っ

ていたクチコミ隊の吉澤隊長から里芋についてのお勉強から。

「みんなに呼びかけた頃は、茎がこんなふうに長かったんだ。

写真にもたくさん葉っぱが写っていただろう。今は茎が枯れ

てなくなって、芋が土の中で収穫を待っているんだよ」（隊長）

昨年の12月、「とちぎに里芋と大根の収
穫体験バスの旅」を行いました。前日まで
の雨はうそのように晴れ上がった、最高の
青空がみんなをでむかえてくれました。お
世話になったのは宇都宮市の渡辺昌さんご
夫妻。栃木県でも数少ない里芋の専業農家
さんです。隊員のみんなは「じっちゃん、
ばっちゃん」と呼んでいました。前日の大雨で、畑が水浸しにな
りそうだったため、前の日のうちに芋を半分収穫して、小屋に入
れておいてくれたんですよ。ありがとうございました。

「里芋はこの畑の中にたくさんあるからね。芋を傷つ

けないように、周りをクワで掘って、手で掘り出して

ごらん。親芋に子芋がついて、その子芋に孫芋がつい

ているんだよ」「じゃ、ばっちゃんが見本をみせるから

ね」。手際の良さはさすがプロ。「さあ、掘って！」

「じゃ、今度はみんながクワをいれてごらん」

「よっこいしょっと。出てきた～」

里芋が土の中でこんなかたちで実っていた

とは、大人もみんなビックリ！

「ずっと深く大きく掘るんだよ」のじっち

ゃんの言葉に、みんな一生懸命掘りました。

畑でたくさん里芋を掘ったら、

今度は小屋に移動。小屋には昨

日のうちに渡辺さんが掘ってお

いてくれた里芋がたくさん並ん

でいました。「さあ、みんな分

かりますか？　これが孫芋で一

番おいしい里芋なんですよ。ね

っとりしていて、煮物に最高で

す。今日はせっかくだから、こ

の孫芋だけを選んで袋詰めして

持っていってください」

こんどは、気持ちのよい冬晴れの空
の下、渡辺さんのダイコン畑に向か
いました。こんなあぜ道は歩いたこ
とがありません。みんな長靴をどろ
んこにして、気分も爽快です。

ダイコンのみごとな葉っぱに、またまたびっくり。泥んこなんか気

にせず、子どもが一生懸命抜きました。品川駅まではバスですが、

その先はみなさん電車で帰ります。このダイコンの葉を揺らしなが

ら、電車で帰るのですが、それでも２本、３本と抜く家族も。「だ

ってこんな立派なダイコンは東京ではみられないですから」と隊員。

メニューは採れたて野菜

をたくさん入れたけん

ちん汁とコシヒカリの

おにぎり。子どもたち

も上手におにぎりを握

れました。けんちんは

スタッフが下準備をして

くれていましたが、味付け

はもちろん渡辺家の味付け。ばっちゃんが、

みんなのテーブルをまわって味付けをしてく

れました。最後に入れるネギは、じっちゃん

自慢の新里ネギ。隊員はみんなネギの甘さに

感動していました。おにぎりの中には、渡辺

家秘伝の自家製みそ。これまた、好評でした。

渡辺のじっちゃん、ばっちゃん、おいしいも

のいっぱい、ありがとうございました。

袋詰めになったらみんなもく

もくと真剣。おいしい孫芋を

見つけては袋詰めします。

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
で
す
。

と
ち
ぎ
農
産
物
ク
チ
コ
ミ
隊
と
し
て
、
約

１
年
半
た
っ
た
１
期
ク
チ
コ
ミ
隊
と
、
昨

年
８
月
か
ら
ま
だ
４
カ
月
め
の
２
期
ク
チ

コ
ミ
隊
の
み
な
さ
ん
の
声
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
農
産
物
に
興
味
を
持
つ
こ
と

で
、
家
庭
で
の
食
育
が
で
き
ま
す
ね
。
「
子
ど
も

が
ク
チ
コ
ミ
隊
に
な
っ
て
か
ら
、
野
菜
や
食
べ
物

を
残
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
」
「
買
い
物
中
に
、

子
ど
も
が
産
地
名
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
、
う
れ
し
い
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。
１
部
紹
介
し
ま
す
。

ク
チ
コ
ミ
隊
に
な
っ
て
心
が

け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

や
、
子
ど
も
の
変
化
は
？

■
以
前
は
安
い
物
を
買
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
値
段
よ
り
産
地
な

ど
で
選
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
産
地
も
丁
寧
に
作
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
栃
木
の

農
家
さ
ん
の
頑
張
り
を
自
分
の
目

で
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
知
っ
て

い
る
の
で
安
心
な
栃
木
産
の
も
の

を
選
び
ま
す
。

■
農
産
物
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
い

た
時
に
、
沢
山
の
苦
労
が
あ
っ
て

こ
の
野
菜
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
食

べ
ら
れ
る
…
と
い
う
事
を
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
子
ど
も
に
話
し
て
き

か
せ
て
い
た
ら
、
食
べ
残
し
が

減
っ
て
い
っ
た
。

■
作
っ
て
い
る
方
の
気
持
ち
が
わ

か
る
様
に
な
っ
た
事
で
、
子
ど
も

も
ど
こ
の
ど
ん
な
野
菜
か
、
食
物

か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
食
事
の
時
も
、
そ
う
し
た
話

題
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
下
の
子
が
小
さ
く
ま
だ
ム
リ

で
す
が
、
上
の
子
と
は
「
と
ち
ぎ

に
行
き
た
い
ね
」
と
よ
く
話
し
て

い
ま
す
。

　
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
は
す
ご
く
思

い
出
に
残
っ
て
い
て
、
１
年
経
っ

た
今
で
も
そ
の
話
題
に
な
る
と
盛

り
上
が
り
ま
す
。
野
菜
だ
け
だ
と

あ
ま
り
口
に
入
れ
な
い
子
ど
も

が
、
栃
木
産
の
だ
よ
と
一
声
か
け

る
と
、
じ
ゃ
あ
お
い
し
い
ね
と
パ

ク
リ
…
。
栃
木
様
々
で
す
！

■
雨
ば
か
り
降
っ
て
い
た
時
、
雨

な
ん
て
大
嫌
い
と
言
っ
て
い
た
け

ど
、
こ
の
ご
ろ
、
で
も
雨
も
降
ら

な
い
と
お
米
や
野
菜
が
で
き
な
い

ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
降
っ
て
も
い

い
よ
と
農
作
物
の
四
季
・
天
気
に

つ
い
て
も
わ
か
っ
て
き
た
様
子
。

（
３
才
の
次
男
も
、
キ
ャ
ベ
ツ
と

白
菜
の
ち
が
い
が
一
目
で
わ
か
っ

て
き
た
）

■
な
る
べ
く
栃
木
産
の
農
産
物
を

買
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
以

前
、
ト
マ
ト
を
買
っ
て
食
べ
ま
し

た
が
、
と
て
も
甘
く
て
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
お
肉
も
栃
木
和
牛

を
買
っ
て
食
べ
ま
し
た
が
、
肉
が

や
わ
ら
か
く
、
子
ど
も
に
も
と
っ

て
も
好
評
で
し
た
。
甘
く
て
、
牛

肉
の
味
が
し
て
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
お
米
は
、
栃
木
産
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
好
き
で
、
今
食
べ
て
い
ま

す
。

■
栃
木
と
東
京
は
近
い
の
で
、
農

産
物
も
遠
方
の
産
地
の
も
の
と
比

較
す
る
と
よ
り
新
鮮
で
お
い
し
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。
子
供
は
や
は
り
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
野
菜
は
好
ま
な
い
の

で
す
が
、
少
し
ず
つ
意
識
が
変
わ

り
、
野
菜
は
野
菜
の
お
い
し
さ
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
始
め
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
と
お
世
話
に
な
っ

た
お
返
し
に
何
が
で
き
る
か
考
え

た
結
果
、
我
が
家
で
は
栃
木
県
産

の
も
の
を
一
生
懸
命
買
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

■
ク
チ
コ
ミ
隊
に
な
っ
て
か
ら
と

い
う
も
の
、
５
才
の
三
男
だ
け
で

な
く
18
才
の
長
男
、
13
才
の
次

男
、
そ
し
て
主
人
ま
で
も
が
今
ま

で
以
上
に
栃
木
を
意
識
す
る
様
に

な
り
、
話
題
も
増
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
会
報
を
読
ま
せ
て
頂
く
た

び
に
、
農
家
の
方
々
の
熱
い
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
て
、
野
菜
な
ど
に

対
す
る
気
持
ち
が
今
ま
で
以
上
に

よ
り
大
切
に
大
事
に
い
た
だ
こ
う

と
い
う
様
に
変
わ
っ
た
気
が
し
ま

す
。
本
当
に
ク
チ
コ
ミ
隊
に
さ
せ

て
頂
け
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（17.6％）

（7.7％）

（54.5％）

（4.2％）

（16.9％）

（77.4％）

（16.9％）

（5.8％）

（84.6％）

（10.8％）

（4.6％） 


